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三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
.卷
第
四
號

t

し
と
が

^
}と
^
|に
も
云
え
、
も
L
Yが 

>
<ょ
り
選
好
さ
れ
る
な
ら
¥^
.は
>
<ょ
り
. 

選
好
さ
れ
る
。

こ
の
八
ム
準
は
D
の
擴
§5
で
あ
つ
て

、

と
プ
の
選
好
が
衝
突
し
た
ら
、
社
會 

的
選
擇
は
Z
と
j
の
選
好
に
の
み
依
存
す
ベ
き
と
い
う
こ
と
-を
表
わ
す
。
か
く 

て
0

>
1«
]
公
準
に
ょ
れ
ば
社
會
的
選
擇
は
直
接
に
關
係
す
る
個
人
選
好
に
の
み 

依
存
す
る
と
.い
う
こ
と
に
な
る
。
.

し
か
し
以
上
の
フ
レ 

'、、
ン

グ

規

準

は
^
實
な
.豫
測
間
の
選
好
で
、

$

E
 

.の
如
く
消
費
の
外
部
經
濟
と
.不
經
濟
の
可
能
性
を
認
め
な
.い
時
に
の
A
成
立
す 

る
。
だ
が
實
踐
的
に
は
犬
な
り
小
な
り
の
確
率
を
‘も
つ
た
結
果
：を
と
も
な
う
社
. 

會
政
策
の
間
に
，選
擇
す
る
こ
.と
が
多
い
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
.考
慮
に
入
れ
る
と 

.と
も
に
、
他
方
も
し
我
々
が
個
人
的
倫
理
の
あ
る
も
の
に
同
意
す
る
な
ら
、
■我
. 

.我
は
不
確
實
性
に
對
す
る
社
會
的
態
度
を
個
人
的
態
度
に
依
存
せ
し
.め
る
.こ
と

も
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に
ノ
イ
マ
ン
、
.
モ
ル
ゲ
ン
シ
1
テ
ル
ン 

及
び
マ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
.公
準
を
檢
討
す
る
。.

.

公
难
(a
)

社
會
的
選
好
は
次
の
公
準
を
滿
足
す
る
。
m

す

べ

て

.
の

豫

測

の 

間
に
序
列
が
あ
る
。
(I
も
し
豫
測
ぞ
が
豫
測
只
ょ
り
選
好
さ
れ
、
1

方
0

が̂
权 

ょ
り
選
好
さ
れ
る
が
13

ょ
り
'選
好
さ
れ
な
い
地
位
に
あ
る
時
、
Q

と
無
差
別
で 

あ
る
ょ
う
な
?

と
只
と
の
混
合
が
存
在
す
る
。

.!
)

少
く
と
も
四
つ
.の
相
互
に
無 

差
別
で
な
い
豫
測
が
あ
る
。

.F

も
し
Q

と
ぴ
と
が
無
差
別
な
ら
卩
と
0

?と
の
混 

.合
队
卩
と
化
と
の
混
合
に
無
差
別
で
あ
る
。

公
準
0)
)

個
人
的
選
好
も
右
の
公
準
を
滿
足
す
る
。

，

.

: 

'-
公
準
(0
)
'.

#
と
0
と
が
す
べ
て
の
個
人
の
見
地
か
ら
無
差
別
な
ら
、
酞
會 

の
見
地
か
ら
も
無
差
別
で
あ
る
。

:

以
上
か
ら
次
の
.定
理
が
導
び
か
れ
る
。
 

：

' 

五

六

(

ニ
九
四)

.

.
定
理
(1
)

與
え
ら
れ
た
社
會
的
選
好
に
ー
從
が
つ
て
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ア 

1ル
價
値
が
最
大
化
さ
れ
る
社
會
的
厚
生
函
數
が
存
在
す
る
。

定
理
⑴

.個
人

的

選

好

に

從

が

.
つ

て
そ
の
ア
ク

チ
ュ
ア
リ
ア

ル
價
値
が
最 

大
化
さ
れ
る
效
用
函
數
が
存
在
す
る
0

;

'
.■

'

今
定
理
(1
)
を
滿
足
す
る
社
會
的
厚
生
函
數
を
抓
と
し
、
定
理
1)
を
滿
足
す
る

:
.
*番
目
.の
個
人
の
效
用
函
數
を
0
.と
し
、U

1
=
U
2
”

-=
U
3
=
0

な
ら
、

.
匀

=
0
.な
る
ょ
ぅ
に
>
を
選
ぶ
。

- 

.

■
定
理
!)
:

w

û,
>
u 2
.…

…

u,
i
の一

價
函
敷
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
が
公 

準
(0
)
か
ら
で
て
く
る
0 

•

定理⑵

界は认

.

5

:

…

：
u ?
1の
--
次
の
同
次
函
數
で
あ
る
。

定
理
⑴

W;
は
f

l ^
f

•
户

の
形
の
個
人
效
用
の
秤
量
さ
れ
た
總
和 

である。.

’

：

.以
上
か
ら
考
え
て
み
る
に
.、
我
々
の
社
會
摩
生
槪
念
は
個
人
效
用
槪
念
に
論 

理
的
に
近
い
。
各
個
人
は
自
身
の
個
人
償
値
を
表
わ
す
自
己
の
社
會
厚
生
函
數 

を
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
.他
力
個
人
效
用
概<11

は
論
理
的
に
社
#
® :

生
槪 

念
に
.近
づ
い
た
。
個
人
效
用
函
敷
は
社
會
の
他
の
す
べ
て
の
個
人
の
經
濟(

不 

鯉
濟)

條
件
に
依
存
す
る
.と
考
え
ら
れ
て
い
'る
。
而
も
社
會
厚
生
函
數
は
非
人 

格
的
社
會
的
考
慮
だ
け
の
基
礎
に
立
つ
て
當
該
個
人
が
選
好
す
る
も
の
を
表
わ 

.
し
、
個
人
效
用
函
數
は
個
人
の
人
格
的
選
好
の
基
礎
に
立
っ
て
で
あ
れ
^
の
上 

に
立
っ
て
で
あ
れ
、
彼
が
實
際
に
選
好
す
る
も
の
を
表
わ
す
點
で
、
前
者
は
倫 

理
的
選
好
で
あ
り
、
後
者
は
、王
觀
的
選
好
で
あ
る
。
主
觀
的
選
好
は
個
人
が
エ 

ゴ

ィ

ス

，
ト

な

ら
利
己
的
態
度
、
利
他
主
義
者
な
ら
利
他
的
態
度
を
選
好
に
表
わ 

す
。
倫
理
的
選
好
は
個
人
が
自
己
に
對
し
て
無
私
な
且
個
人
的
で
な
い
態
度
を 

課
す
る
時
に
の
.み
彼
が
選
好
ず
る
も

.
の
を
表
わ
す
。
結
局
公
準
!)
.E
.

(c
)
で

提

出

さ

れ

た

倫

理

的

公

準

は

、

社

會

厚

生

函

數

か

^

非

倫

理

的

主

觀

的

選

好

を

 

除

く

こ

と

，
で

あ

り

、

イ

ム

プ

リ

シ

ッ

ト

に

無

私

な

且

非

個

人

的

態

度

が

倫

理

的

 

選

好

を

横

た

1

る

と

い

ぅ

こ

と

を

意

味

す

る

。

.

.

.

■

 

'

.個
人
の
イ
ム
パ
ー
ス
'ナ
ル
選
好
攸
、
も
し
彼
が
合
理
的
，な
ら
先
の
公
维
を
滿 

足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
■

.
で
は
、，
效
用
の
イ
ソ
タ
パ
丨
-ス
ナ
ル
沈
較
に
は
ど
ん
.な
論
理
的
基
礎
が
あ
る 

か
。
こ
れ
に
は
形
而
上
學
的
困
難
と
心
理
學
的
困
難
と
が
あ
る
。

.

.
ン 

異
な
る
人
々
が
同
一
の
狀
態
•
選
好
に
異
な
る
滿
足
感
を
も
つ
へ
こ
と
は
あ
り
'

 

.得
る
。

し
か
し
も
し
一
'一
人
の
人
辟
が
.觀
察
で
き
る
面
で
同

一行
動
を
示
す
と 

.き
、
觀
察
.で
き
な
い
面
で
も
同
.

一

で
あ
る
と
假
定
し
.な
い
な
ら
、
唯
我
論
に
お 

.ち
い
る
。
が
く
て
同
じ
選
好
と
反
作
用
が
表
面
化
し
て
い
る
人
々
の
場
合
、
我 

は
彼
ら
が
同
じ
狀
態
か
-̂
同
じ
效
用
を
引
き
だ
す
と
假
定
す
る
。
し
か
.し
‘
'

,尙
、
>
<

ょ
り
¥
を
選
好
す
る
と
.い
.ぅ
時
、
乂
に
高
.い
效
用
を
附
す
る
の
か
¥
に
.

 

ょ
り
低
い
效
用
を
附
す
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
と
い
ぅ
心
理
的
困
難
が
あ
る
。
 

こ
れ
に
つ
い
■て
心
理
學
的
方
法
の
現
狀
は
不
宠
分
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
效
用 

の
イ
ン
タ
パ
ー
ス
ナ
ル
比
較
は
あ
る
倫
理
又
は
政
治
的
八
ム
準
に
塞
づ
い
；た
價
値
.
.

 

判
斷
で
は
な
く
、
あ
る
歸
納
原
理
に
基
づ
い
た
事
實
命
題
で
あ
る
と
.い
ぅ
.こ
と 

は
い
え
る
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
效
用
の
イ
ソ
タ
パ
ー
ス
ナ
ル
比
較
が
倫
理
的
政 

治
的
價
i

斷
に
基
づ
く
と
い
わ
れ
る
の
は
、
效
用
比
較
に
客
觀
的
基
礎
を
興 

え
る
事
實
的
知
識
の
缺
け
て
い
る
場
合
■に
多
い
。
事
實
知
識
が
完
全
に
な
り
、
 

我
々
の
倫
理
が
個
人
的
.に
な

れ

ば

な

る

程

、
異

な

る

個

人

の

社

#'
厚

生

函

歡

は 

す
べ
て
の
個
人
效
用
の
种
量
さ
れ
な
い
總
和
に
等
し
く
な
る
と
.

 

一

K

え
.る
の
で
あ
1

 

る 0

-;
.
:
:

 

'
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(

加
:
藤 
'
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u
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 K
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•

ヒ：：

ッ
ク
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著
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英

國

財

政

、\

そ

の

構

造

^
發

展

、.

.

 

一
八
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年

丨

.一
九
五U

.

年』
.

U
r
s
u
l
a

 

K
.

 

H
i
c
k
s
:

.。Br
i
t
i
s
h

. 

P
u
b
l
i
c

 

F
i
n
a
n
c
e
s
,

 T
h
e
i
r

 
s
t
r
u
c
t
u
r
e

 

a
n
d

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 1
8
8
0
I
1
9
S

o
Ml-
h
ov-
ia. 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

 

P
re
s
s 

1
9
5
4

 

v
i
+
p
p
,

 

225 in 

-
T
h
e

 

H
o
m
e

 

Uni
v
e
r
s
i
t
y

 L
i
b
r
a
r
y

 of M
o
d
e
r
n

 K
n
o
w
l
e
d
g
e
)
、

.

J 

.
R

:
ヒ
ッ
ク
ス
の『

價
値
と
資
本』

の
序
文
に
次
の
よ
う
な
言
棄
が
あ 

る
。：「

本
書
が
彼
女
の『

英
國
政
府
の
財
政』

(
T
h
9
F
i
n
a
n
c
e

 of 

.
G
o
v
e
r
i
e
n
t
)

と
相
並
ん
.で
書
か
れ
た
と
い
うM

は
、
數
多
の
點
で
わ
た 

し
に
と
.
.っ
て
ま
た
と
な
..い
利
益
で
あ
っ
た
。…

…

彼
女
の
お
蔭
で
、
經
濟
理
論 

の
地
位
は
應
用
經
濟
學
の
下
僕
た
る
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し
が
不
斷 

に
想
い
起
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
' 利
益
を
受
け
な
か
っ
た
部
分
は
一
つ
と
し 

.て
な
い
の
で
あ
る」

。
彼
女
と
.は
U
.
K
•
ヒ
ッ
ク
ス
夫
人
で
あ
る
が
、
そ
の『

英 

國
政
府
の
財
政
•
一
 
九
二
〇
丨
一
九
三
六
年』

，は
、
恐
慌
期
の
英
國
財
政
の
變 

貌
過
程
を
、
一
經
費
,
租

税

，
公
債
の
一
一

®

か
ら
理
論
的
.
統
計
的
に
銳
く
捉
え 

て
..お
り
、
.す
.で
.に
マ
.：ス
タ
ー
.，
ピ
ー
ス
と
し
て
の
聲
價
を
か
ち
え
て
い
る
。
.こ
. 

こ
に
紹
介
す
る『

英
國
財
政』

. 

'
は
壓
縮
さ
れ
た
形
で
は
あ
る
が
、
視
野
を
さ
ら 

に
擴
大
し
、.

ヴ
ィ
ク
ト
.リ
ァ
時
代
.か
ら
現
代
に
い
た
る
英
國
財
政
の
變
遷
を
、
 

國
民
經
濟
に
お
よ
ぼ
す
諸
效
果
と
い
う
一
.般
的
視
角
か
ら
考
察
す
る
の
み
で
な 

く
、
財
政
固
有
の
技
術
的
、
制
度
的
側
面
に
對
冲
る
一
；層
立
ち
入
っ
た
分
析
を 

試
み
.て
.い
る
點
を
も
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。

.
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彐
田
學
g

認
第
四
十
九
卷

.第
四
號

’
■' 

,

. 

X 

X 

X

第

一

章『

八
ム
共
部
門
の
擴
大

』

、
第
一
一
章『

公
共
支
出
の
形
態』

、
第
三
章『

租 

m

p造
の
調
整』
、
，
第

四

章『

地
方
行
政
と
財
政
制
度

』

、
第
五
韋
.

f

豫
算
の
均 

'衡
と
國
民
經
觀
の
均
衡

』

、
第
六
章
：>
借
入
財
政
と
公
债
管
理

』

、
-以
.上
の
ほ
か
. 

に
、
序
文
と
文
献
解
題
を
も
づ
：て
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
：

r

厚
生
國
家」

へC

そ
.れ
は
ヴ
.ィ
.グ
.ト
ヴ
ァ
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
自
由
放
任
國
家
と
.對
置
き
，
 

ん

る)

の
起
源
と
成
立
を
歷
臾
的
に
跡.づ
け
、
：-英1

®

民
經
濟
と
國
家
財
政
に 

お
ょ
ぽ
し
た
.ニ
っ
の
世
^
犬
戰
の
影
響
を
み
る.こ
と
.に

<)
:
:つ
，て
、
箜

i
か
ら 

の
展
_
の
た
め
，の
序
論
的

f

察
が
な
ざ
れ
て
い
る
。.公
共
部
門
の
規
模
は

——

：
 

し
た
が
っ
て
經
濟
全
體
の̂P

に
對
す
る
八
ム
共
部
門
の
需
要
は
、
本
書.の.對
象 

i
な
っ
て
い
る
七
十
一
一
年
間
の
ぅ
ち
に
絕
對
的
に
も
相
對
的
に
も
大
き
く
膨
脹 

.し
て
い
る
。.さ
ら
に
政
府
用
役
の
性
格
ま
た
そ
れ
を
提
供
す
る
1̂

機
關
さ
え 

..
も
著
1>
い
變
貌
を
な
し
と
げ
た
。
そ
れ
はT
IH
に
革
命
と
い
ぅ
べ
き
も
の
で
.あ 

り
、
そ
れ
を
芷
し
く
評
價
ず
る
た
め
に
は
、
.
公
共
部
門
を
構
成
す
る
主
な
要
素 

と
各
段
階
に
お
け
る
そ.の
相
對
的
重
要
性
と
を
明
確
.に
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ 

る
。

」
C
F
-
2
)

國
^
所
得
に
釾
す
る
政
府
支
出
の
割
合
は
.、
⑴

|

九
一
三
年
ま 

セ

は

：一
五
％
を
超
え
ず
、
⑵
ー
一
っ
の
大
戰
の
中
間
期
に
は

.三
〇
％
强
、
@
第

！
一
 

次
大
1

は
ー
ほ
ぼ
因0

%
と
上
畀
を
續
け
.て
い
る
。
' こ
の
罾
費
水
準
の
變
化 

は
、
し
.た
が
っV

ま
た
課
税
水
準
の
變
化
も
、
戰
爭
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
が 

出
來
る
。
國
防
費
は1

八
九
◦
年
に
は
國
民
所
得
の
僅
か
ニ
 

.四
％
に
す
ぎ
な 

か
っ
た
が
、
一
九
五◦
年
，に
は
六
•九
％
を
耍
求
す
る
に
い
た
っ.て
い
る
。
し
か 

し
豫
箅
に
占
め
る
國
防
費
の
割
合
は
、.八
八
〇
年
の
三
三%•
か
ら
、1

九
五 

〇
年
に
は
逆
に
ニ
五
％
と
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ヒ
ッ

ク

ス

に

ょ
 

れ
ば
、
社
#.
費
の
膨
脹
に
起
因
し
て
：い
る
。
.す
な
わ
ち
社
會
費
の
國
民
所
得
に

五
八

0
1

九
六)

對
す
る
比
率
は
、

一
八
九
〇
年
め一
夫

％ 

C
M

費
總
額
の
一
四
•四
％)

か
ら
、

1

九
五
〇
年
の
約
一
四
％
 

(

經
費
總
額
の
三
八
ぎ
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か 

i

設
的
社
會
費
は
救
濟
的
社
會
費

(

失
業
手
當
•
公
共
扶
助
等)

，
に
比
し
近 

來
相
對
的
に
增
大
し

V

い
る
點
に
留
意
す
べ
き
：で
あ
り
、
こ
の
重
要
な
變
化
は 

第
二
：章
で
取
上
げ
ら
る
べ
，き
課
題
と
な
る
。

t
<
i
g
z

の
擴
大
は
同
じ
く
租
税 

■面
に
も
反
映
し
て
い
る
。
特
に
租
税
の
內
譯
を
阶
皆

.

資
本
税
と
支
出
税
と
に 

.分
類
し
て
み
れ
ば
、|&
者
は
一
八
八
五
年
に
は
双1

罾
の
ー
，
五
％

で

あ
っ
.た 

;

が
.、
.
一
九
五
0
年
.に
は
四
七
％
を
占
め
た
。
今
世
紀
：に
導
入
さ
れ
た
累
進
霸 

と
、
第

ニ

次

大

霍

に

ひ

ろ

く-«
銀
稼
得
者
を
課
税
範
圍
に
含
め
る
ょ
う
に
な 

っ
'た
所
得
税
の
擴
大
と
は
、
，
所

得.資
本

税

の

を

そ

れ

ぞ

れ1

變
す
る
に 

.

い
た
っ
た
。.
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
課

I

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
租
税
®
で 

は
經
費
面
ょ
り
も
中
央
集
權
化
に
向
う
傾
肉
が
づ
.ょ

い

。

地
方
八
ム
共
體
の
獨
立 

.財
源
と
し
て
重
要
な
地
方
税
が
、
.
税
收
總
額
に
占
め
る
割
合
は
、

マ
九
一
三
年 

に
は
三
〇
％
強
で
あ
っ
た
が
、、
一一
.っ
の
大
戰
の
中
間
期
に
竹
約
一
七%
に
_下
落， 

し
' i

九
四
六
年
.か
ら
一
.れ
班
〇
年
に
か
け
て
は
、
七
％
を
超
え
る
こ
と
が
な 

.

か
つ
た
。
こ
の0

に
づ
い
て
は
、

一
八
八0
年
以
降
發
達
し
た
廣
範
な
國
庫 

交
付
金
制
度
と
の
關
速
に
お
い

て
第
既
章
で
檢
討
さ
れ
る
。
以
上
の
ょ
う
に
外 

.面
的
構
造
の
變
化
を
み
る
だ
け
で
も
、
ベ
ル
ト
ラ
ン
.
ド

ゥ
.
ジh

ブ
ナ
ル
の 

い

う「

財
政
革
命
は
肚
會
革
命
の
手
段
で
あ
っ
た

」

と
い
う
罾
㈱
を
生
み
出
す 

機
緣
が
理
解
で
き
る
。

ヒ
ー
ッ
ク
ス
に
ょ
れ
ば
、
0
家
は
社
會
的
經
濟
的
發
展
の 

主
動
者
で
.あ
り
、
第|

に
國
家
は
特
定
產
業
部
門
を
差
別
的
に
扱
う
權
利
と
義 

務
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
は
高
い
經
濟
活
動
水
準
で
經
濟
安
定
を

^t
：

す
る
こ 

と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

(
P
.
26

)

第
二
の
原
則
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
と 

し
，て
も
、.

」

第
.|
の
原
則
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
く
人
々
は̂
な
'く
な
い
こ
と
と
思

>%|
ト4、

■v
A
r
J’
 

f!

5

0
ヒ
ヴ
ク
ス
自
身
も『

財
政
學』

第

一

章
で
は
' :

市
民
の
最
低
生
活
を
保
障 

す
べ
き
こ
と
：を
第
一
原
則
の
位
置
に
置
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、

.
わ
れ
わ
れ
が
ヒ

. 

ッ
ク
ス
の
ニ
原
則
を
そ
の
變
化.に
則
し
て
批
判
す
る
前
に
、
終
諸
に
當
然
與
え 

.

.る

.こ

.の
疑

念

を

：ヒ
ッ
.
ク
，

.ス
自
身
が
明
ら
か
に.す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ0
,

第
一
一
章
の
大
部
分
は
、
：
公
龜
門
擴
大
の
主
因
で
あ
る
と
こ
ろ
の
社
會
費
の 

.
檢
討
に
費
さ
れ
て
い
る
。
.
卽
ち
敎
育
費
•

貧
民
救
濟
費
•

住
宅
建
設
費
•
食
糧 

:

籠

金

•

經
濟
政
策
費
な
ど
を
，槪
觀
す
る
。
貧
民
救
濟
の
.沿
革
を
.み
：る
と
、
そ 

れ
は
敎
育
と
は
逆
に
地
方
分
權
が
狎
し
進
め
ら
れ
て
い
た

^

ゑ
、
富
裕
地
域
と 

.
愛
困
地
域
と
で
救
濟
水
準
に
大
差
を
生
ず
る
こ
と
に
な
つ
た
。
前
世
紀

^

ま
、 

救
貧
法
が
漸
次
に
改
革
さ
れ
た
が
し
.か
し
そ
の
根
抵
に
は
、

一
双
ホ
ぼ
を
罪
を 

犯
し
か
ね
な
い_貧
民
か
ら
哿
り
、
最
小
費
用
で
貧
民
救
濟
を
行
ぅ
ど
.い
ぅ
.ー'ー；っ_ 

の
目
的
が
隱
さ
れ
て
い
た
。
二
十
世
紀
の
は
じ
め
：に
、
.
自
由
黨
內
閣
に
ょ
っ
て 

行
わ
れ
た
三
大
改
革(1

九0

四
年
の
老
齡
年
金
制
度
、1

九 

一
ニ
年
の
國
民 

健
康
保
險
制
度
と
失
業
保
險
制
度

)

.が
達
成
さ
れ
て
か
ら
、

一

一
っ
の
大
戰
中
間 

期
に
は
す
で
に
現
行
社
會
保
障
制
度
0

基
礎
：か
築
か
れ
る
に
い
た
っ
た
。
か
く 

'て
.ベ
ヴ
T

リ 
>
.デ
.計
鹫
は
、
富
者
•か
ら
貧
者
へ
の
縦
の
關
係
の
再
分
配
の
み
な 

ら
ず
、
小
家
族
か
ら
大
家
族
へ
と
い
ぅ
横
め
關
係
の
界
分

@3

を
%-
大
規
^

に
耍 

.
求
す
る
に
い
だ
つ
た
。
し
が̂
と
の
計
翬
が
種
^
の
障
碍
に
惱
ん
で
い
る
こ
と 

は
、
例
え
ば
保
健
費
に
お
い
て
無
料
治
療
の
原
則
か
ら
次
第
に
離
れ
、
.齒
科
治 

療
と
眼
鏡
給
付
に
小
額
の
料
金
を
’
課
し
、.：
處
方
.一:

.般
を
も
有
料
制
に
と
後
退
し 

た
こ
と
.に
ょ
つ
て
知
ら
れ
て
い
る
通
ヶ
で
あ
る
ノ
年
々
累
積
1.
.て

.
ゆ

く

赤

字

に 

つ
い
て
、：
未
解
決
の
ま
ま
に
あ
る
年
金
費
負
擔
の
0

は
.
、
.
社

會

保

障

制

度

全
 

體
の
進
展
方
向
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
税
制
と
あ
わ
せ
考
察
す
る
’た 

め
次
章
'
へ

持

ち

こ

孝

れ

る

。
，
社

會

費

が

國

民

所

得

再

分

配

を

目

的

.と
す
る
の
に.

t
l

評
及
、び

'顧

介

■
-

.

.

對
し
て
、
經
濟
政
策
費
は
そ
の
增
大
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
枕
民
間
生
產 

者
へ
の
援
助
と
ノ
政
府
機
關
ひ
事
業
直
營
と
の
ニ
っ
の
形
を
と
る
。
前
者
は
ほ 

ど
ん
ど
經
常
勘
定
へ
の•補
助
金
給
付
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
後
者
は
通
常
獨
立 

採
算
制
を
求
め
ら
れ
る
た
め
に
新
投
資
に
か
ぎ
つ
て
政
府
資
金
を
要
請
す
る
。

.
戰
後
の
汩
炭
.
運
輸
，電
力
，
ガ

ス

の
四
大
產
業
の
國
有
化
に
も
か
か
わ
ら 

.
ず
、
.‘こ
れ
ら
の
經
濟
的
投
資
は
、
政
府
部
門
の
固
定
資
本
の
ぅ
ち
で
社
會
的
投 

資

(

住
宅
‘
學

校
•
病

院

，
公
共
建
築
等
の
建
設

)

に
比
す
れ
ば
は
る
か
に
及 

ば
な
い
。
'こ
の
よ
ぅ
に
再
^
©
,
.
を
目
的
と
す
2)
'
&
^
»ホ
^
ま
が
、
國
民
生
產 

• 

■
の
增
大
を
意
圖
す
る
も
の
を
上.廻
'つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、.：ヒ
ッ
ク
ス
は

「

世
界 

經
濟
に
お
け
る
英
國
の
地
位
を
辨
持
し
ぅ
义
よ
ぅ
に
經
濟
の
總
資
本
形
成
を
確 

.
:
t
e
す
る
た
め
に
.は
、
民
間
產
業
の
投
資
振
興
策
を
財
政
そ
の
他
の
手
段
を
っ
く 

じ
<て
^

す̂
る
.
.
-と
が
明
ら
か
に
大'き
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る

」
(

？
.6
00)

と 

-

強
調
す
る 

9
:•
'.
.
.
.
.
. 

. 

. 

- 

'

■'

第

三

章

は

こ

の

よ

ぅ

な

公

共

交

出

：の

.增
大

.に

對

應

し

て

租

税

擀

造

が

い

か

に 

■•
調
整
さ
れ
た
か
、V.個
人
の
勤
勞
嘗
慾
、
貯
蓄
、民
間
產
業
の
發
展

k

高
率
の
所
得 

税
.資
本
税
が
.い
が
な
る
影
響
を
與_え
.た
か
を
檢
討
し
、.
.そ
れ
に
よ
っ
て「

厚
生 

'
國
家」

•の
租
税
構
造
を
通
ず
る
所
得
再
分
配
效
果
の
實
態
に
說
き
お
よ
ぶ
。
近 

:

代
的
財
政
論
は
.ニ
っ
の
*
要
な
&

|
を
え
た
。
⑴
經
濟
的
に
疋
し
い
收
入
調
達

. 

額
は
：、
：
經
費
所
要
額
に
よ
っ
て
自
動
的
に
決
定
.さ
れ
る
も
.の
で
は
な
い
。
⑵
租' 

_
は
特
定
の
收
ズ
を
あ
げ
る
面
か
ら
で
は
な
く
、
.經
濟
的
社
會
的
效
果
に
よ
っ 

て
選
ば
.る
.ベ
.き
で
あ
る
。

(
F
.
72

〜
S
)

後
者
の
觀
點
か
ら
、
分
配
面
の
，み
で 

な
く
消
費
ま
た
は
生
產
に
對
す
る
攬
亂
を
侔
.わ
な
い
が
故
に
、
支
出
税
よ
り
も 

所
得
税
.が
選
ば
れ
た
。
し
か
し
近
年
の.き
わ
.め
：て
高
率
な
所
得
税
は
、

dis

B*
丨 

_

.

ベ；centive,e

味

生

產

意

慾

：ま
.た
^

と
■
入

.

. 

五
九
.

(

ニ
九
七)
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'第.
四號

貯
蓄
の
消
滅
と
を
も
.た
.ら
す
危
險
性
が
濃
い
、
，危
險
負
擲
資
本(

v
e
n
t
u
r
e

 

c
a
p
i
t
a
l
>

 

の
重
•要
な
源
泉
た
；る
個
人
貯
蓄
の
消
滅
は
、
た
と
え
投
資
の
源
泉
た
. 

る
貯
蓄
が
企
_

保
利
调
に
よ
つ
て
補
わ
れ
る
と
は
い
.え
惜
し
龙
れ
ね
ば
な
ら
. 

な
い
。
戰
前
は
全
人
ロ
の
ニ
〇
'%
を
代
表
す
る
所
得
五
百
磅
以
上
の
階
層
が
所 

得
税
•
資
本
税
の
納
税
主
體
で
あ
り
、
殘
餘
の
五
百
磅
以
下
の
階
層
は
支
出
税 

办
八
0

%
を
負
擔
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
.い
.た
。
第
二
次
为
戰
初
期
の
所
得 

税
適
用
範
圈
の
擴
大
.に
よ
っ
て
、
所
得
税
.の
税
率
引
下
げ
の
恩
惠
が
高
額
所
得 

W

JC
約
宽
ざ
れ
.る
と
い
う
よ
り
.ば
、
む
し
ろ
總
體
的
に
.は
低
額
所
得
層
に
そP

 

恩
諶
が
與
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
近
年
.
"所
得
税
.
資

本

税

.よ 

.り
支
吡
耽
に
重
點
が
移
行
し
て
い
-ゝ
る
事
實
を
も
つ
て
、
.ヒ
.ッ
ク
ス
は
び
ろ
く
勞 

働
、
貯
蓄
、
役
資
撰
擇
に
對
す
る
高
率
所
得
税
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
.い
る
證 

佐
と
み
る
。

一
方
に
、
高
率
で
し
か
も
適
甩
範
圍
の
ひ
ろ
：い
點
で
は
ー
九
四
0 

年
に
導
入
さ
れ
た
臟
賈
税
も
見
逃
し
え
な
い
。
特
定
商
品
に
對
す
る
三
三
％
、
.

六
六
％
、

一
 
〇
〇
％

と
い
う
異
常
な
高
税
率
は
、
賃
銀
稼
得
者
の
生
活
必
需
品
'
、 

を
免
税
に
し
租
税
か
ら
誘
發
さ
れ
る
賃
銀
引
上
耍
求
を
闾
避
し
、
ま
た
消
費
の 

方
向
を
是
正
し
て
資
源
の
別
途
利
用
を
圖
ろ
う
と
す
る
一
一
つ
の
意
圖
を
含
ん
で 

.い
る
。

ー
九
四
七
年
の
利
澗
税
は
超
過
利
得
税
の
後
を
機
ぐ
祖
税
と
し
て
、

一
 

方
で
は
賃
銀
耍
求
を
緩
和
す
る
手
段
と
な
し
、
他
方
で
は
配
當
利
潤
を
重
課
し 

企
業
に
よ
る
實
質
投
資
の
刺
戟
を
圖
つ
た
。

-'
•

第
四
章
は
地
方
税
.
國
庫
交
付
金
お
よ
び
地
方
公
共
體
が
主
體
と
な
っ
て
運 

營
す
る

教
育
•
往
弟
建
築
の
沿
革
に
つ
い
て
^

ベ
、
高
度
の
中
央
集
權
化
と

の 

關
連
に
お
い
て
地
方
財
政
の
獨
立
性
維
持
の
®

に
關
心
が
は

ら

わ

れ

る

。
，
M

.

 

方
財
政
の
經
常
勘
定
に
古
め
る
國
庫
交
付
金
は
絕
對
的
に
も
相
對
的
に
も
增
大 

し
た
。
國
i

付
金
は
使
途
限
定
交
付
金
と
一
括
交
付
金
に
分

れ

る
。
.̂
^

が

六
0 

. (

ニ
九
八)

國
庫
.に
よ
る
財
源
確
保
の
統
制
雪
の
た
め
、
.し
た
が
っ
.て
ま
た
そ
れ
は
地
方 

財
政
統
制
の
た
め
に
.は
無
力
：な
た
め
次
第
に
減
退
ず
る
に
反
し
て
'.前
者
は
國 

.庫
に
'と
り
效
果
的
.
伸
縮
的
*
經
濟
的
で
あ
る
が
故
に
增
大
し
た
。
使
途
限
定
. 

交
付
金
.は
地
方
施
設
擴
充
の
上
に
概
し
て
促
進
的
で
あ
る
が
、
ま
た
一
方
に
は 

細
部
に
わ
た
る
^
督
を
必
耍
だ
ら
し
め
、
且
づ
ま
た
@
®
•
地

域

で

の

性

が
 

不
充
分
な
點
に
問
題
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
通
常
、
國
庫
交
付
金
の
增
大
は
ノ
英 

國
地
方
行
政
の
傳
統
で
あ
る
自
由
と
創
意
を
脅
か
す
面
で
地
方
財
政
に
と
つ
て 

.
マ
-ィ
ナ
ス
要
因
に
數
え
ら
れ
て
い
る
が
バ
そ
れ
が
^
^
地
方
財
源
の
一
般
的
補
充 

に
役
立
ち
、
•⑵
個
々
の
事
業
を
促
進
し
、
か
っ
ま
た
⑶
地
域
間
の
平
等
性
を
た 

か
め
る
上
で
プ
ラ
ス
耍
因
に
い
れ
て
よ
い
。
英
國
で
は
こ
.の
ぅ
ち
⑴
、
⑵
が
決 

定
的
で
あ
づ
た
が
、
⑶
の
、、こ
と
く
租
税
構
造
の
所
得
間
と
地
域
間
め
逆
進
性
を 

.減
少
さ
せ
る
* -
耍
な
結
果
を
生
む
よ
ぅ
に
な
っ
.た
。
.そ
こ
で
地
方
財
政
の
獨
立 

•
.性
は
そ
の
獨
自
の
課
税
權
に
屬
す
る
地
方
税
の
命
運
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
 

地
方
税
の
於
於
扑
i

が
通
說
ほ
.ど
ひ
ど
く
逆
進
的
だ
と
い
ぅ
こ
と
は
な

い

。

.累
進
性
.
_逆
進
性
の
問
題
は
祖
税
構
造
全
體
の
上
で
論
ぜ
ら
る
ベ
き
で
あ
り
、
 

地
方
税
が
財
源
確
保
の
面
で
高
度
の
：安
定
#1

を
保
持
し
地
方
税
納
税
者
の
義
務 

感
を
確
立
す
る
上
で
數
え
き
れ
な
い
長
所
を
も
つ
て
い
る
こ
.と
を
認
め
る
ベ
き 

だ
。
そ
れ
.に
も
か
か
.わ
ら
す
地
方
税
ヵ
原
却
と
し
て
^
域
的
に
？；̂
定
さ
れ
る
支 

出
税
な
■■
?
>が
ゆ
え
に
、
.そ
れ
に
對
す
る
批
判
c>
-聲
が
後
を
た
た
な
'い
。
地
方
財 

政
の
獨
立
性
を
少
な
く
と
も
一
一
つ
の
大
戰
の
中
間
期
の
程
度
ま
で
囘
復
す
る
手 

段
が
見
出
せ
な
い
以
上
は
、
地
方
自
治
は
將
來
の
民
主
主
義
確
立
に
重
要
な
意 

義
t
も
つ
.で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
危
機
に
あ
る
と
み
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。(

P
.
1
3
9
)
.
：

'
か
鲁
6
か
4

^
昏
%-
衝
於
,
扣
ヤ
こ
の
第
五
章
に
ぁ
る
。
經
濟
發
展
の
統
制

SI
I

S

V

!|

i；

[i

本
來
靜
態
的
な
紙
計
量
を
•-!
イ
ン
フ
レ
‘

ギ

'ャ

ッ

プ
j

の

よ

ぅ
な
本
来
動
態
的 

な
槪
念
に
あ
て
は
め
る
場
合
に
限
界
が
あ
る
こ

と

を
宠
分
理
解
し
て
い
な
か
つ

:

要
具
と
し
て
の
豫
算
の
意
義
を
主
題
と
し
、
戰
®

後
の
經
濟
計
畫
機
構
と
社 

會
_

技
術
の
發
展
に
說
き
お
よ
ん
，
い
る
。
不
況
と
ニ
つ
の
大
戰
を
經
驗
し 

た
英
國
財
政
部
門
は
飛
麵
的
に
擴
大•

發
展
を
と
げ
る
と
共
に
、
財
政
理
論
も 

同
時
に
進
展
し
相
27
:

に
作
用
し
あ
つ
て
い
た
。
第
二
次
大
戰
中
の
英
國
戰
時
統 

制
經
濟
の
確
立
は
、
財
■政
政
策
を
數
量
的
に
立
案
す
る
た
め
の
諸
統
叶
の
充
實 

を
可
能
と
し
た
。
大
藏
省
に
與
え
た
ヶ
イ
ン
ズ
の
影
響
は
い
ま
や
抜
く
ベ
か
ら 

ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
戰
時
中
.に
達
成
さ
れ
た
新
ら
し
い
財
政
政
策
機
構
の
確 

立
は
、
S

の
_
it
HJ
:_

^
の
確
*:
を_

-經
濟
活
動
を
高
水
準
で
雒
時
し
經 

濟
安
定
お
よ
び
發
展
を
圖
る
明
確
な
社
會
經
濟
政
策
の
遂
行
を
容
易
な
ら
し
め 

た
。
英
國
計
靈
經
濟
の
.方
式
は
一
.九
四
七
年
以
来
毎
年
發
表
さ
れ
る
經
濟
白
書 

に
よ
つ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
次
の一

一

一

組
の
.計
晝
を
必
要
と
し
た
。S

個
々
の
產 

業
に
關
す
る
計
靈——

そ
れ
は
最
重
；要
產
業
の
す
ベv

に
產
出
高
の
目
標
を
與 

l

o

.

g國

民

所

得

の

推

露

遺

ノ

1 S
濟
豫
算J

計

靈

丨

そ

S

細
部
に 

わ
た
つ
て
分
類
さ
れ
、

「

社

會

會

ff
-」

す
な
わ
ち
消
費
者
.
企
業
.
政
府 

等
の
經
濟
部
門
.相
亙
間
の
货
幣
の
流
れ
を
示
す
。
さ
ら
に
目
標
達
成
に
必
要
な 

廣
嫩
力
再
配
量
の
程
度
を
示
す
勞
働
カ
豫
算
を
も
必
要
と
し
た
o
ii
i
外

目

爲
 

#

•
燃
料
へ
電
力•

鐵
銅
の
供
給
の
よ
ぅ
に
最
重
耍
な
計
畫
。(

P
.
1
5
7
)

し
か 

し
過
大
消
費
を
根
本
原
因
と
す
る
イ
ン
フ
レ
の
隱
カ
は
如
上
の
政
*
實
施
を
困 

難
な
ら
’乙
め
、
'デ
ィ
ス•

イ
ン
フ
レ
政
策
に
重
點
を
移
し
か
え
、
財
政
面
で
は 

黑
字
を
確
保
し
、：
殘
廣
は
廣
範
圓
な
統
制
.
割

當

.
食
糧
酿
給
を
繼
續
す
.る
こ 

と
に
よ
つ
て
均
衡
を
求
め
ざ
る
を
え
な
く
.さ
せ
た
。
こ
の
よ
ぅ
に
計
畫
諸
目
標 

が
達
成
不
可
能
と
な
る
と
、
經
濟
白
書
の
重
點
も
將
來
の
た
め
の
計
聲
か
ら
過 

'去
の
犁
な
る
記
錄
へ
と
移
つ
.て
し
ま
.
.つ
た
。
/ヒ
ッ
•ク
ス
は
上
の
挫
折
の
原
因
と 

し
て
次
の
四
點
を
あ
げ
る
。：
(1
)
目
標
の
不
統
1
:、g

統

計

資

料

の

：
不

備

、

：：

ま

た

：

書

，
評

及

び̂

介

、
 

■

た
。
..
.(1
1
1財
政
政
策
、
こ
と
に
中
央
政
府
豫
算
，に
過
重
な
負
擔
を
負
わ
せ
て
い
た
。
’

こ
れ
を
さ
ら
に
悪
化
せ
し
め
た
要
因
と
し
て
、
敗
府
機
關
活
動
の
經
濟
的
效
果
’

に
關
ず
る
知
識
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。
iv
)
國
內
i

に
專
念
し
す
ぎ
て
、
國 

際
收
支
の
極
度
の
不
安
定
性
を
閑
却
し
て
い
た
。
こ
れ

ら

の
う
ち
財
政
政
策
に 

つ
い
て
み
る
と
、
緊
縮
政
策
が
要
求
さ
れ
る1

方

に
..
'

累

進

課

税

に

ょ

る

所

得
 

.再
分
配
や
蹈
大
な
社
會
費
の
新
設
に
ょ
り
膨
脹
效
果
を
促
進
し
て
い
た
。
加
う 

る
に
財
政
政
策
と
信
用
政
策
の
間
に
も
矛
盾
が
生
じ
て
い
た
。
前
者
が
少
な
く 

と
も
課
税
面
で
デ
ィ
ス•

イ
ン
フ
レ
に
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
は
と 

く
に
，超
低
金
利
時
代
に
積
極
的
な
擴
張
の
方
向
に
む
か
っ
て
い
た
。
こ
の
經
驗 

か
ら
導
か
.れ
る
徵
訓
ぱ
少
く
1
も
イ
ン
フ
レ
期
に
あ
つ
て
'は
財
政
政
策
の
み
で 

一
 

は
經
濟
安
定
を
か
ち
う
る
に
は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
六
章
で
は
、
公
俊
政
策(

借
入
、
管

理•

愦
務
利
拂)

が
經
濟
の
發
展• 

一
 

安
定
に
與
え
る
影
響
を
檢
討
し
、
あ
わ
せ
て
ド~

ル

ト

ン

の

戰

後

の

低

金

利

政

.

| 

策
が
失
敗
に
歸
し
た
原
因
を
追
求
す
る
。
第
一
次
大
m

lt
Mf
の
公
債
總
額
は
六 

j 

億
四
九
七
〇
萬
磅
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
終
戰
時
に
は
七
八
億
三
.ー
〇
〇
萬
磅 

：| 

に
增
大
し
、
さ
ら
に
第
二
次
大
戰
は
こ
れ
を
約
七
〇
億
磅
か
ら
ご
三
〇
億
磅
に
' 

.

一
 

膨
脹
さ
せ
た
。
戰
後
再
建
期
に
は一

1

五
〇
億
膀
に
達
し
た
。
こ
の
期
間
を
貫
ぬ 

一
 

く
借
入
.
償

還

•
旣
存
僙
務Q

利
拂
と
い
う
過
遛
は
、
他
の
財
政
的
過
程
と
あ 

一
 

わ
せ
て
檢
討
す
る
必
耍
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
切
り
離
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き 

一
 

.な
い
。
へ
と
く

、に
第
一
次
大
戰
後
、
貨
幣
r
信
用
政
策
の
：

6

質
的
統
制
權
が
英
蘭
..

.

| 

銀
行
か
ら
大
藏
错
に
移
行
し
た
現
在
で
は
、
：戰
後
の
公
偾
管
理
の
技
術
は
單
に 

一
 

'豫
算
面
の
.利
狒
費
の
負
擔
削
減
の
，み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
財
政
政
策
の
.
1環
と
し 

I

六 

一

(

ニ
九
九) 

■

1
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'苹
四
十
九
卷
第
四
號

(

三
〇
〇

)
て

用
い.ら
れ
.る
.こ

と

を

要

す

る
-:
°
'
、ドー
ル
ト
シ
.
.の「

超
低
金
利
1—
:
6實
驗
期
と
：
. 

し
て
知
ら
れ
て
い
る
一
九
四
五
年
秋
か
ら一.

九
四
七
年
秋
に
い
た
る
間
の
公 

.僚
管
理
過
程
が
、
.社
#.
費

お

よ

び

食

糧

露

金

の

..樊

と

步

調

を

共

に

し

て

遂
 

行
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ィ
ン
フ
レ
招
來
を
阻
止
し
え
た
耍
因
と
し
て
次 

:の
三
_っ
が
：あ

げ

ら

れ

る

。

(1
)
戰
時
め
課
税
水
準
^

^
さ
れ
、
戰
時
の
：直
接
統 

制
の
多
く
が
.繼
續
さ
れ
た
。
⑵
株
式
取
引
所
が
大
藏
省
の
支
配
權
に
固
く
つ
な 

が
れ
て
い
た
。
⑶
國
際
收
灾
の
逆
調
が
海
外
援
助
に
よ
っ
て
煺
め
ら
れ
た
。
ド 

、

ル
‘ト
ン
.は
借
換
の
た
め
の
長
中
期
債
の
發
行
に
.迫
ら
れ
る
や
、
こ
れ
ら
.の
：發 

行
條
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
長
期
利
率
を
狎
下
げ
る
政
策
を
强
行
し
た
。
長
期 

利
率
は
急
速
に
下
落
し
は
じ
め
一
九
四
七
年
一
月
に
は
最
低
點
に
達
し
た
：。
し 

か
し
破
綻
は
扉
ロ
に
控
え
て
い
た
。

一
月
の
右
炭
危
機
、'
.八
月
の
爲
替
危
機
は
. 

英
國
の
財
政
金
融
政
策
に
對
す
る
內
外
の
信
賴
を
ゆ
る
が
し
、
六
月
に
は
前
年 

十
二
月
に
成
功
を
收
め
た
同
一
の
地
方
僙
が
'ニ
度
に
わ
た
つ
て
失
敗
し
、
繽
く 

•m
換
公
偾
の
發
行
も
失
敗
に
歸
し
た
。
こ
れ
は
ド
ー
ル
ト
ン
の
實
驗
に
ぅ
た
れ 

た
終
也
符
を
意
味
し
た
。
ド
I
ル
ト
ン
の
失
敗
が
市
場
の
趨
勢
に
逆
っ
て
の
超 

低
金
利
政
策
の
强
行
に
原
因
し
た
こ
と
は
云
ぅ
ま
で
も
な
い
が
、
ヒ
ノ
ク
ス
は 

さ
き
の
石
炭
危
機
、
爲
替
危
機
に
起
因
す
る
外
的
事
態
.の
壓
力
と
、
そ
れ
に
よ
. 

る
政
局
の
不
安
定
を
主
原
因
と
し
て
あ
げ
、
技
術
面
で
は
ま
ず
第
一
に
短
,
胃 

率
と
長
期
利
率
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
借
入
需
要
の
增
大
と
と
も
に
擴
大
し
、
そ 

の
た
めr

層
の
信
用
創
出
な
く
し
て
は
長
期
利
率
の
引
下
げ
が
不
可
能
で
あ
っ 

た
點
を
指
摘
す
る
。
.第
一
一
に
擴
張
過
程
の
足
踏
み
と
と
も
.に

政

麻

は

國

債

を

引 

■

受
け
る
力
を
喪
つ
て
し
ま
つ
.た
。
'そ
し
て
第
三
に
國
1

計
靈
に
も
と
づ
く
補 

償
公
傲
の
大
量
發
行
が
.あ
い
つ
い
で
金
融
市
場
を
脅
か
し
て
い
た
。
要
す
る
に 

财
政
I

お
よ
び
公
傲
管
理
が
金
融
政
策
と
宠
分
一
致
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と

に
悪
因
し
て
い
た
と
み
て
い
る
。

X

近
代
英
國
財
政
が
直
面
し
た
具
體
的
諸1

の
解
明
に
つ
と
め
る
ヒ
ッ
ク
ス 

の
敍
述
.を
忠
實
に
フ
ォ

.ロ
！
し
て
、
そ

.の
主
耍
論
點
を
明
ら
か.に
す
る
よ
う
つ
，
 

と
め
た
が
、
®

そ
れ
自
體
が
持
つ
ひ
ろ
さ
と
む
づ
か
し
さ
と
が
ヒ
ッ
ク
ス
の 

論
述
を
晦
雜
な
ら
し
め
、
ひ'い
て
は
紹
介
者
の
負
擔
を
過
重
に
し
て
い
る
。
_
そ 

め
ほ
か
本
書
に
對
す
る
不
滿
も
い•く
つ
か
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
第
ニ-
 

章
で
は
政
府
支
出
の
う
ち
經
濟
水
準
決
定
に
f

大
き
な
影
響
を
與
え
る
と
こ 

み
の
國
防
費
が「

き
わ
め
て
專
門
的•技
術
的
に
困
難
な®

,-
で
あ
り
、

r

經
濟 

學
者
と
し
.て
計
畫
で
き
る
仕
事
の̂

^」

外
に
あ
る
と
し
て
論
じ
て
い
な
い
。 

し
か
し
も
し
も
應
用1

.
の
解
決
が
ま
ず
，定
理
の
理
解
か
ら
は
じ
ま
り
、
定
理 

は
さ
ら
に
八
ム
理
か
ら
み
ち
び
き
だ
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

.
こ
'の
應
用
0

の
解
決 

に
苦
し
ん
だ
も
の
こ
そ
 
一

る

.
定理ないしは公理の理解をうる

こ. 

と
队
で
き
、
そ
れ
は
ま
た

「

き
わ
め
て
專
門
的.
技
術
的
に
困
難
な1

」

の 

解
決
を
可
能
な
ら
.L
む
る
に
ち
が
い
な
い
。
と
も
あ
れ
本
書：̂
 
'そ
の
公
刑
前 

年
に
同
著
者
に
よ
り
著
さ
れ
た:steuorpolitik i

m

匀ohlf ahrtstaat 

丨D
i
e
w
r
f
a
h
r
u
n
g
e
n

 i
m

 G
r
o
B
b
r
i
t
a
n
n
i
e
n
e

 

(

高
木
壽
一
敎
授
〃
ヒ

ッ
ク
ス
の

「

厚
生
國
家
に
お
け
る
祖
稅
政
策

」

に
つ
い
て
"
三
田
學
會
雜
誌
第 

四
十
八
卷
第
三
號
參
照

)

.
と
同
じ
く
、
戰
後
胸
光
を
浴
び
た
英
國
の
联
生
國
家 

實
現
の
諸
問
題
を
、
特
に
財
政
^
造
の
變
化
と
そ
の
進
展
方
向
に
卽
し
て
數
多 

-

の
優
れ
た
見
通
し
を
提
供
し
て
い
る
點
、
高
く
評
價
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
れ 

わ
れ
は
兩
素
を
吟
味
す
.る
こ
と
に
よ
つ
て
、
.こ
れ
ら
の
に
關
す
る
一
層
深 

い
理
解
を
與
え
ら
れ
る
と
期
待
し
て
よ
い
。
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ヴ
ォ
ロ
デ
イ
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ケ

イ

ン
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獨

占

資

本

の

イ

デ

ォ

ロ

ー
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e
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n
e
s
l
e
i
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s
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(
u
b
e
r
s
e
t
z
u
n
g

 aus d
e
m

 K
u
s
s
i
s
c
h
e
n
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，
著
者
ヴ
ォ
ロ
デ
'ィ
ン
の
動
向
は
わ
が
國
に
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
.な 

ぃ
。
し
か
し
、

一
九
四
八
年
に
ケ
イ
ン
ズ
の「

1

般
理
論J

を
露
譯
し
、：
そ
の 

硏
究
に
よ
つ
て
學
位
を
得
た
と
い
う
唯
一
の
消
息( 「

机」

一
一
九
年
、

一
ニ
月
、 

九
頁)

や
、「

®

^

mの
諸
®

」

に

か

な
り

長

い「

_一
 
般
理
論」

の
書
評 

c
，Bonploct>I 

3
K
0
H
0
M
H
K
H
、

N
o
.
1
.
1950, 

crp. 

1
0
8 
丨114
.
)

を
書
い 

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
.著
者
は
ソ
ヴH

ト
で
の
數
少
い
ケ
イ
ン
ズ
硏
究
者 

の
な
か
.で
も
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
®

さ
れ
る
。
ま
た
、
ソ
ヴ
キ
ト
に 

お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
つ
た
か
■た
ち
で
ケ
イ
ン
ズ
.
理

論

が

と

り

あ

げ

ら 

れ
た
..の
は
、
お
そ
ら
く
最
初
の
こ
と
■で
あ
.ろ
う
か
ら
、
本
鐵
|は
當

國

で

の

.
ケ
■イ 

ン
ズ
硏
究
の
動
向
を
し
る
う
え
に
興
味
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

X

 

X 

X

 

，著
者
は
ま
ず『

序
文』

で
、
ブ
ル
ジ
3
ァ
經
濟
學
が
初
期
に
は
、，
賓
本
主
義 

を

「

如
何
な
る
變
单
を
も
必
耍
と
し
な
い」

.「

自
然
か
つ
正
當
の
秧
序」

.と
し 

て
辯
護
し
.て
き
た(

六
頁)

.，が
、「

資

本

主

義

の

一

般

的

危

機

の

時

期

」

に
い 

た
る
と
、
顏
^
の
增
加
を
示
す
^
現
象
を
辯
明
し
、
そ
れ
に
對
處
す
る
獨
占
資. 

本
の
政
策
を
擁
誰
し
、
■社
會
主
義
を
攻
擊
す
る
と
こ
ろ
に
、
自
ら
の
課
題
を
み
_ 

い
だ
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
パ
セ
5
 

★̂
を
明
ら
か
に
し
ク
か
か
る
^
題
を 

に
な
つ
'て
登
場
し
た
ケ
イ
シ
ズ
の「

特
に
#
害
な」

_
'役
_
を
批
㈣
す
る
と
こ
ろ
. 

.に

.、
本
書
の
窮
極
的
目
的
が
ぁ
る
こ
>
を
示
し
て
ぃ
る
。

. 

> 

...
そ
こ
で
、
ま
ず
第

一

章

『

ケ
イ
ン
ズ
主
義i

本
主
義
の1

般
的
危
機
の
時 

期
に
お
け
る
俗
流
經
濟
學
の
典
型
的
な
あ
ら
わ
れ

』
で
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論 

硏
究
が
經
濟
的
.
政
治
的
分
野
で
の
彼
の

「

非
常
に
積
極
的
な
活
動

」

と
結
び 

つ
い
て
い
た
2

ー
責)

ノ
こ
と
、
し
か
も
そ
の
際
自
ら
が
®

級
鬪
爭
に
お
い 

て
は
、
ブ
ル
ジ
H
ア
ジー

の
側
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う

』
.(J. 

M
.

 K
e
y
n
e
s
,

 

s
w
s
s
a
y
s
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^
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>ヨ
§
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§
、1

9
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)

と
自
認
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
、
指 

摘
さ
れ
、
か
か
る
實
踐
と
階
級
意
識
の
な
か
か
ら
う
み
だ
さ
れ
た
も
の
と
し 

て
、
：
彼
の
經
濟
理
論
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
く
。

：

. 

、

そ
の
批
判
の
基
本
點
は
、'-「

革
命
1-
的
と
.い
わ
れ
る
ケ
イ
ン
ズ
の「

理
論
的 

思
考
.の
す
ベ
て」

，が
、

»
畠
に
は「

a
い
ふ
る
さ
れ
た
俗
流
的
命
題
と
技
巧
の 

?
x_
に
基
礎
を
お
い
て
い
る」(

，ニ
坍
頁)

こ
と——

卽
ち
⑴「

生
産
に
對
し
、.分 

配
i

越
す
る
と
い
う
假
說
か
ら
出
發
し」

(

_ m
l
五
頁)

、⑵

r

人
間
の
心
理 

的
傾
向
が
經
濟
生
活
の
發
展
を
規
定
す
る
！̂

重
要
な
翦
因
で
あ
る
と
い
，う
觀 

念
的
主
張」

に
立
脚
し
0
一
 
七
頁〕

、
⑻
罾
^:—

利
^

.
i
l
v
f
i

.
:
:
:
.
な 

る
舊
來
の「

三
位 
一
it
範
式」

を
p

m
し
て
い
る(

一一
A
頁〉

.こ
と
に
あ
る
。
つ
ま 

り
、
生
產
手
段
•の
私
的
占
有
に
も
と
ず
く
資
本
制
生
產
の
獨
自
的
特
質
を
全
く 

無
視
し
て
い
る
限
り
で
は
、
ケ
イ
ン
ズ
は
舊
來
の
俗
流
經
濟
學
と
同
一
の
基
盤 

に
た
っ
て
お
り
、
相
違
は
た
だ
、以
前

で
抆

の

均

衡

が
，

「

資
本
主
義
的
競
销 

と
い
う
自
然
的
に
作
用
す
る
機
構
の
助
け
に
ょ
り
、

的
に
實
現
さ
れ
る」

と 

考
え
ら
れ
て
い
た
の
：に
.反
し
.、
ケ
イ
ン
ズ
が「

.經
濟

の『

國

家

的

統

制

』
」

を「

そ 

れ
に
必
要
な
籠
的
手
敗」

と
し
た
點
に
あ
る(

三
五
頁)

と
い
う
の
で
あ
る
。

.

.そ
こ
で
、
..
ケ
イ
シ
ズ
理
論
は
俗
流
的
基
盤
に
も
と
ず
き
な
が
ら
も
、.
現
段
階 

の
諸
特
f

下
部
構
避
の
變
化
に
ょ
つ
て
變
貌
し
た
も
の
と
し
て
把
え
ら
れ
て 

い
く

,0
.第一.

一
章『

ケ
：イ
ン
ズ
は
如
何
に
失
業
や
恐
慌
を
解
明
す
る
か』

'で
は
、


